
　

当
院
初
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
行

部
隊
と
な
っ
た
の
は、
松
橋
副
院
長

を
実
行
委
員
長
と
し
て、
市
立
病
院

「

菜
の
花」

応
援
団
と
当
院
職
員、

市
立
高
等
看
護
学
院
か
ら
な
る
実
行

委
員
会
で
し
た。


　

院
内
に
は
大
き
く
６
つ
の
部
門
が

あ
り
ま
す。
医
師
や
診
療
情
報
管
理

士、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
属
す
る
診

療
部、
院
内
の
医
療
安
全
や
感
染
対

策
な
ど
を
専
門
と
す
る
医
療
安
全
推


 　

去
る
９
⽉月
１７
⽇日（

⼟土）

、
当
院
で

新
病
院
開
院
５
周
年年
記
念念「

滝
川
市

⽴立立
病
院
ふ
れ
あ
い
フ
␿
ス
タ」

を
開

催
し
ま
し
た。
地
域
の
皆
さ
ん
に
当

院
の
こ
と
を
も
␷
と
良良
く
知
␷
て
い

た
だ
こ
う
！
を
モ
⑁
トー

に、
昨
年年

冬
か
ら
院
内
全
て
の
職
種
の
代
表
が

集
ま
り
計
画
し
て
き
た
当
院
初
の
イ

ベ
ン
ト
で
す。
フ
␿
ス
タ
当
⽇日
は、
あ

い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
約

６
５
０
⼈人
の
地
域
の
皆
さ
ん
に
来
場

い
た
だ
き
ま
し
た。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す。�

 　

た
く
さ
ん
の
ご
来
場、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た。�

【病院理理念念】 　住⺠民の健康の維持・増進に努め、地域に根ざした質の⾼高い医療療を⽬目指します。�

進
室、
外
来
や
病
棟
看
護
師
な
ど
が

属
す
る
看
護
部、
放
射
線
技
師
や
検

査
技
師
な
ど
が
属
す
る
診
療
技
術
部、

薬
剤
部、
そ
し
て
事
務
部
で
す。


そ
れ
ら
全
て
の
部
署
か
ら
代
表
者
が

集
ま
り、
総
勢
23
名
で
実
行
委
員
会

を
組
織
し
ま
し
た。


　

最
初
の
実
行
委
員
会
は
昨
年
12
月

に
実
施
し、
そ
の
後
今
年
３
月、
５
月、

６
月
：
：
と、
９
月
ま
で
計
６
回
の

会
議
を
開
き
催
事
内
容
な
ど
の
検
討

を
重
ね
て
き
ま
し
た。





総
勢
２３
名
か
ら
な
る�

 　
 　
 　
 　

実
⾏行行
委
員
会�

フェスタ当⽇日朝の、全スタッフへ向けた松橋実⾏行行委員⻑⾧長のあいさつ�

ふ
れ
あ
い
フ
⒩
ス
タ
ご
来
場�

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た�
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第1回⽬目の実⾏行行委員会のようす�

　

全
て
の
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
が
一
堂

に
会
す
る
と
い
う
会
議
は
他
に
ほ
と

ん
ど
な
く、
会
議
を
開
く
だ
け
で
も

大
変
と
い
う
状
況
で
し
た
が、
勤
務

終
了
後
な
ど
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て

集
ま
り、
知
恵
を
出
し
合
い
ま
し
た。


実⾏行行委員会で催事内容を検討�前⽇日の、看護部ブースでの会場準備�

個
性
豊
か
な�

 　

約
２０
ブー

ス
を
出
展�

　

心
配
し
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
当
日
の

天
候
で
す
が、
前
日
か
ら
降
り
出
し

た
雨
が
少
し
残
っ
て
し
ま
い、
朝
か

ら
ぐ
ず
つ
い
た
空
模
様
で
ス
ター

ト

し
ま
し
た。
雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ

り
の
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か
わ

ら
ず、
最
終
的
に
は
約
６
５
０
人
の


受診科の窓⼝口へ�

受付票�

予約のない⽅方� 予約済みの⽅方�

再診の⽅方�
すでに診療療券をお持ちの⽅方�

診療療券を「⾃自動再来受付機」へ�
�
�
�

「2.  料料⾦金金計算」窓⼝口へ�

画像検査、採
⾎血、採尿尿、⼼心
電図、内視鏡
など�

診察室�

ご帰宅宅�

外来基本�
伝票�

薬が出る場合�

検査が必要な場合�

外来基本�
伝票�

受付機から出てくる受
付票は、精神神経科の
み外来の窓⼝口へお出し
ください。�

予約時にお渡しした
予約票を受診科の窓
⼝口へお出しください。�

受付票� 予約票�

記載台で「診療療申込
書」をご記⼊入の上、
保険証と共に1番窓
⼝口へお出しください。�

※診療療券を忘れたり紛失した⽅方は「診療療券�
 　を忘れた⽅方の受付票」をご記⼊入の上、1�
 　番窓⼝口へお出しください�

「4.  会計」窓⼝口でお⽀支払い�

※院内処⽅方の⽅方は、引�
 　換券を持って「14.�
 　おくすり窓⼝口」へ�

※主に、他院からの
紹介で来られる⽅方で、
事前に予約も済まさ
れている⽅方です。�

お会計の必要がなく、�
薬が出る場合�

外来基本�
伝票�

各検査室へ�

保険証�

〜～病院基本⽅方針３. 　合理理的かつ効率率率的な病院運営により、健全経営に努めます。〜～�

当院の外来受診の流流れ�

「1.  新患・再来受付」窓⼝口へ�

診療療申込書�

来院されてから最後のお会計までの流流れは、⼤大まかに以下のようになります。�

院外薬局�

予約のない⽅方� 予約済みの⽅方�

初めて来院される⽅方�

「3.  院外処⽅方せん」窓⼝口�
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地
域
の
皆
さ
ん
が
足
を
運
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た。


　

院
内
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
か
ら
約

20
種
類
の
ブー

ス
を
出
展
し
ま
し

た。
ほ
と
ん
ど
が
実
際
に
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
る
内
容
の
も
の
で
し

た
の
で、
特
に
小
中
高
生
や
親
子
連

れ
の
方
は
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た。
高
等
看
護
学
院
の
看
護
学
生
に

よ
る
血
圧
・
肺
活
量
・
握
力
測
定

コー

ナー

は、
気
軽
に
自
分
の
健
康

度
合
い
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た。

ま
た、
参
加
者
を
事
前
募
集
と
し
た

小
中
高
生
対
象
の「

手
術
体
験」

で
は、
当
院
の
外
科
医
や
泌
尿
器
科

医
が
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
器
具

な
ど
を
使
っ
て
手
術
手
技
な
ど
を

手
ほ
ど
き
し
ま
し
た。
参
加
し
た
小

中
高
生
約
40
人
は、
手
先
の
繊
細
な

感
覚
が
要
求
さ
れ
る
手
技
に
興
味

津
々
に
取
り
組
み、
医
療
職
へ
の

『

夢』

を
大
い
に
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
し
た。


　

当
院
副
院
長
で
あ
り、
こ
の
ふ
れ

あ
い
フ
ェ
ス
タ
の
実
行
委
員
長
で

も
あ
る
松
橋
先
生
に
よ
る
特
別
医

療
講
演
に
は、
１
０
０
名
を
超
え
る

地
域
の
皆
さ
ん
に
来
場
い
た
だ
き

ま
し
た。
最
近
で
は
馴
染
み
の
深
い

『

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群』

を
題

材
に
し
た
講
演
に、
皆
さ
ん
興
味
深

く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た。


　

そ
の
ほ
か
に
も、
粉
末
ジ
ュー

ス

や
チ
ョ
コ
レー

ト
菓
子
な
ど
を
薬

に
見
立
て
て
調
剤
体
験
が
で
き
る

薬
剤
課
の
ブー

ス、
腕
の
模
型
を
使

い
実
際
に
注
射
器
を
使
い
採
血
を


⼿手術体験〜～内視鏡⼿手術�⼿手術体験〜～縫合�薬剤調剤体験�

腕の模型を使った採⾎血体験�松橋副院⻑⾧長による特別医療療講演�⾼高等看護学院⽣生徒による各種測定�

ハンドリンパマッサージ�⼿手作りコマ回し�ヨーヨー釣り・スーパーボールすくい�

⼼心のハーモニーによる⾞車車いすダンス�エアー遊具ふわふわ�バルーンアート�

ピエロのぐっちショー� ⼼心肺蘇⽣生講習�

ふれあいフェスタ 

写 

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
看
護
部

の
ブー

ス、
超
音
波
エ
コー

や
細
胞

検
査
の
紹
介、
腰
痛
対
策
の
紹
介
な

ど
な
ど、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
部
門
の

職
員
が、
地
域
の
皆
さ
ん
に
滝
川
市

立
病
院
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
さ
ま
ざ
ま


な
ブー

ス
を
設
け
ま
し
た。


　

当
院
初
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
で
し

た
が、
開
催
に
至
る
ま
で
の
準
備
の
大
変

さ
以
上
に、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の

大
切
さ
を
身
を
持
っ
て
感
じ
ら
れ
た
貴
重

な
1
日
と
な
り
ま
し
た。
た
く
さ
ん
の
ご

来
場、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た。


●乳がん自己チェック  （３西病棟）�

●リンパマッサージ教室�

●妊婦・白内障体験�

●認知症予防とセルフチェック�

●正しい手洗い体験�

●手術体験！キッズセミナー�

●血圧・肺活量・握力測定�

●調剤体験・お薬相談�

●模擬採血体験�

●プチナース撮影会�

看護師が模型を⽤用いてご説明。�

主にハンドリンパマッサージを体験。�

“認知症看護認定看護師”がチェックをお⼿手伝い。�

“感染管理理認定看護師”が正しい⼿手洗いをご紹介。�

胎児と同等の重りを⾝身につけ妊娠時の負荷を体感。�

内視鏡⼿手術や電気メスなどの外科治療療を体験。�

市⽴立立⾼高等看護学院の⽣生徒たちが各種測定を実施。�

お菓⼦子を使って、楽しく「調剤」を体験。�

腕の模型を使って採⾎血体験！（⼩小学⾼高学年年以上）。�

カワイイちびっ⼦子⽤用⽩白⾐衣を着て撮影会♪�

●親子で白衣試着体験�

●やってみようスキンケア�

●嚥下食とヘルシーデザートの紹介�

●AED・生体情報モニターの体験�

●エコーのデモンストレーション�

●放射線科パネル展示�

●腰！大丈夫ですか？�

●手工芸体験コーナー�

●覗いてみよう！〜血液、細胞、微生物�

お⽗父さんお⺟母さんも⽩白⾐衣を⽻羽織って家族で記念念撮影！�

“⽪皮膚排泄ケア認定看護師”がスキンケアの⽅方法をご紹介。�

柔らか⾷食・ムース⾷食などをご紹介します。試⾷食も⽤用意。�

⼼心肺蘇⽣生、⾃自動体外式除細動器の操作体験など。�

エコーの機械を使って⽔水槽を覗いてみよう。�

X線、CTやMRIについて解りやすくご紹介する展⽰示コーナー。�

理理学療療法⼠士が腰痛に関してアドバイス。�

作業療療法⼠士と⼀一緒にちりめんのしおり作りを体験！�

「ディスカッション顕微鏡」を使って、実際に⾎血液や細胞な�
どを覗いてみよう。�

今回出展したブースのご紹介（院内分） 

来場者アンケートへのご協力ありがとうございました！�

～メモリアル～ 

真 集 
memorial 

Ｑ.  屋外の催事はいかがでしたか？�
『ふわふわ』 

『軽食・飲み物』 
『ヨーヨー釣りなど』 

91.7 
89.1 
86.7 

% 

よかった： ふつう： よくなかった： 

Ｑ.  １階の催事はいかがでしたか？�
『エントランス（ロビー）』 
『乳がん自己チェック』 
『リンパマッサージ』 

86.8 
94.2 
97.5 

『妊婦・白内障体験』 
『スキンケア』 

『血圧・肺活量等測定』 
『嚥下食試食』 

『ヘルシーデザート試食』 
『認知症予防』 
『手洗い体験』 

87.1 
94.9 
94.6 
90.1 
94.7 
91.3 
98.6 

よかった： ふつう： よくなかった： 

% 

Ｑ.  講堂の催事はいかがでしたか？�
『特別医療講演』 
『ピエロショー』 
『車いすダンス』 

87.5 
94.9 
90.5 

% 

よかった： ふつう： よくなかった： 

Ｑ.  ２階の催事はいかがでしたか？�
『模擬採血体験』 

『プチナース撮影会』 
『ドクターに変身』 

95.2 
97.6 
94.1 

『AED・生体モニター』 
『エコーデモ・パネル展示』 

『腰痛相談』 
『手工芸体験』 

『覗いてみよう顕微鏡』 
『調剤体験』 
『お薬相談』 

93.1 
89.3 
100.0 
96.3 
93.5 
96.9 
95.8 

よかった： ふつう： よくなかった： 

% 

ヨーヨー釣りが楽しかった

孫と来たので楽しめた

軽食がおいしかった

エントランスがかわいかった

エントランス全体が寂しかった

嚥下食は気持ち悪くなってしまった

医療講演の会場がわかりづらかった

子供がピエロに誘われて泣いたが楽しかった

ピエロがすごく良かった

車いすダンスを初めて見たがとてもステキだった

AED・生体情報モニター体験は勉強になった

腰痛の相談が親切で、実技もあって大変参考なり良かった

とても楽しかった、面白かった、またやってほしい（多数）

普段体験することができない貴重な体験ができた

とても親切な対応でホッとさせられた

必ず受診し治療を受けたいと思う

病院の意気込みが感じられ非常に良い企画だと思った

骨密度の測定ができればもっと良かった

案内がわかりづらかった　…など
 ※アンケート回収数207枚 
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